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福
山
藩
砂
留 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

鶴
本
節
子 

  
 

 
 

福
山
城
築
城
四
〇
〇
年
の
今
年
、
築
城
当
時
の
勇
壮
な
姿
が
、
新
聞 

 

 
 
 

や
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。
お
城
フ
ァ
ン
な
ら
ず
と
も
、
黒 

 
 
 

い
鉄
板
を
貼
ら
れ
た
姿
に
、
見
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
わ
れ
た
方
も
多
い 

 
 
 

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

   
 
 
 

さ
て
、
福
山
藩
は
福
山
城
以
外
に
、
現
在
広
島
県
土
木
建
設
局
東
部 

 
 
 

建
設
事
務
所
が
紹
介
す
る
【
江
戸
時
代
の
歴
史
的
土
木
遺
産
】に
も
な
っ 

 
 
 

て
い
る
『
砂
留
』と
呼
ば
れ
る
土
砂
留
め
が
あ
る
。 

 
 
 
 

福
山
市
神
辺
町
下
御
領
・西
中
条
の
堂
々
川
流
域
に
造
ら
れ
た
、
『
堂 

 
 
 

々
川
砂
留
群
』
を
始
め
、
福
山
市
芦
田
町
に
は
、
平
成
二
十
七
（二
〇
一 

 
 
 

五
）年
十
一
月
に
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺
産
に
選
定
さ
れ
た
『別
所
砂 

 
 
 

留
』な
ど
、
七
十
数
基
確
認
・現
存
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
造
ら
れ
現 

 
 
 

存
す
る
砂
防
堰
堤
は
、
日
本
国
内
に
お
い
て
特
に
こ
の
地
域
に
多
く
、
増 

 
 
 

築
・嵩
上
を
続
け
て
、
現
在
で
も
多
数
が
砂
防
堰
堤
と
し
て
機
能
し
て
い

る
。 

 
 
 
 

現
在
ま
で
、
福
山
市
民
を
土
砂
災
害
か
ら
守
っ
て
い
る
砂
防
堰
堤
『砂 

 
 
 

留
』に
つ
い
て
、
紹
介
し
て
み
た
い
。 
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全
国
土
砂
留
普
請
の
社
会
的
背
景 

  
 
 
 

山
は
、
城
・寺
社
等
の
造
営
、
製
塩
・製
鉄
等
の
燃
料
用
ま
き
材
、
生
活 

 
 
 

必
需
品
と
し
て
の
燃
料
用
ま
き
、
灯
火
用
樹
根
（
か
く
ひ
）等
、
生
活
・生 

 

 
 
 

産
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
木
材
資
源
の
宝
庫
。
そ
し
て
、
長
い
期
間
に
わ 

 
 
 

た
り
、
生
活
・生
産
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
山
林
を
伐
採
し
続
け
て
い 

 
 
 

き
、
そ
の
結
果
、
無
残
に
も
土
砂
だ
け
の
ハ
ゲ
山
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。 

 
 
 
 

土
砂
流
出
抑
止
並
び
に
水
源
保
護
の
た
め
に
、
幕
府
は
寛
文
六
（一
六 

 
 

 

六
六
）
年
二
月
二
日
に
最
初
の
お
触
れ
【
諸
国
山
川
の
掟
】
を
発
布
し
た
。 

 
 
 
 

天
和
三
（一
六
八
三
）年
六
月
二
十
三
日
、
当
時
土
砂
堆
積
で
水
運
が 

 
 
 

阻
害
さ
れ
た
淀
川
の
巡
察
命
令
を
受
け
た
河
村
瑞
賢
は
、
土
砂
流
出
抑 

 
 
 

止
対
策
の
幕
府
へ
の 

 
 
 

進
言
に
よ
り
、
樹
木 

 
 
 

乱
伐
の
禁
止
や
土
砂 

 
 
 

留
普
請
の
催
促
を
先 

 
 
 

ず
行
い
、
翌
貞
享
元 

 
 
 

（一
六
八
四
）年
三
月
、 

 
 
 

【再
度
山
川
の
掟
】を 

 
 
 

布
達
し
た
。 

 
 
 
 

河
村
瑞
賢
と
は
、
豪 

 

 
 
 

商
・土
木
事
業
家
で
、 

 
 
 

伊
勢
国
の
生
ま
れ
。 

 
 
 
 

江
戸
で
土
木
業
を
営 

 
 
 

み
幕
府
・大
名
の
工
事 

 
 
 

を
請
け
負
い
、
巨
利
を
得
た
。
陸
奥
の
米
を
運
ぶ
東
廻
り
航
路
、
出
羽
の 

 
 

 

米
を
運
ぶ
西
廻
り
航
路
の
刷
新
に
成
功
し
、
大
坂
の
安
治
川
を
開
き
、

伏
見
か
ら
淀
川
を
下
っ
て
大
坂
に
い
た
る
舟
運
を
便
利
に
さ
せ
た
。 

 
 
 
 

同
年
八
月
十
三
日
に
も
、
【
淀
川
・大
和
川
・落
合
川
上
之
山
々
開
畑 

 
 
 

山
畑
の
停
止
令
】を
布
達
し
、
掟
の
実
行
を
促
し
、
土
砂
留
普
請
を
達
示 

 
 
 

し
た
。 

 
 
 
 

河
村
瑞
賢
は
、
幕
府
に
土
砂
流
出
抑
止
対
策
の
必
要
性
だ
け
を
進
言 

 
 
 

し
た
ば
か
り
で
な
く
、
抑
止
工
法
の
具
体
案
に
ま
で
及
ん
で
進
言
し
た
。 

 
 
 

こ
う
し
て
規
模
の
小
さ
い
種
々
の
工
法
の
土
砂
留
が
土
砂
の
流
出
の
ひ
ど 

 
 
 

い
各
地
に
造
ら
れ
た
。
土
砂
留
工
事
は
、
本
川
の
治
水
工
事
に
関
連
し 

 
 
 

て
、
周
囲
の
山
腹
か
ら
土
砂
の
生
産
を
そ
の
根
元
か
ら
抑
止
し
て
い
く 

 
 
 

治
山
工
事
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
構
築
物
と
し
て
の
土
砂
襲 

 
 
 

撃
に
備
え
て
、
本
来
の
対
策
と
し
て
造
っ
て
い
く
余
裕
等
は
経
費
面
か
ら 

 
 
 

見
て
も
大
変
難
し
か
っ
た
。 

  

福
山
藩
の
砂
留
普
請
の
動
機 

  
 

 
 

福
山
藩
の
『
砂
留
』
が
盛
ん
に
造
ら
れ
た
安
那
郡
（
現
在
の
福
山
市
神

辺
町
）
湯
野
・
下
御
領
・
西
中
条
・
東
中
条
の
山
や
川
は
、
急
峻
な
地
形

が
多
く
、
地
質
は
極
め
て
風
化
し
や
す
く
、
か
つ
そ
の
速
度
も
早
い
花
崗

岩
か
ら
成
り
、
巨
岩
が
露
出
し
て
土
砂
が
流
出
し 

 
 
 

や
す
く
、
天
然
更
新
が
進
行
し
に
く
い
山
地
で 

 
 
 

あ
っ
た
。
し
か
も
植
林
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め 

 
 
 

に
、
山
地
は
荒
廃
し
て
い
く
ば
か
り
で
、
そ
の
た 

 
 
 

め
に
大
雨
や
長
雨
に
よ
る
洪
水
に
よ
っ
て
山
地 

 
 
 

崩
壊
が
そ
の
度
に
発
生
し
、
川
を
挟
む
両
側
の
山 

 
 
 

山
か
ら
土
砂
流
と
な
っ
て
流
出
し
た
り
、
川
の
上 

 
 
 

流
か
ら
は
堆
積
土
が
運
搬
土
と
な
っ
て
流
下
し
、
ま
た
堆
積
す
る
と
い
っ 

 
 
 

た
様
子
で
あ
っ
た
。 

 

 

 ◆花崗岩 
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寛
文
十
三
（一
六
七
三
）
年
五
月
十
四
日
、
梅
雨
の
長
雨
洪
水
に
よ
り
、

福
山
地
方
一
帯
に
集
中
豪
雨
が
発
生
。
東
中
条
に
あ
る
大
倉
地
区
に 

 
 
 

お
い
て
も
用
水
地
で
あ
る
大
原
池
が
決
壊
、
下
流
の
堂
々
川
が
氾
濫
、  

 
 
 

土
砂
流
が
川
下
の
民
家
・田
畑
を
押
し
流
し
、
住
民
六
十
三
名
の
犠
牲 

 
 
 

者
を
出
す
と
い
う
空
前
の
大
惨
事
と
な
っ
た
。 

 
 
 
 

こ
の
洪
水
の
た
め
、
下
御
領
地
区
に
あ
っ
た
国
分
寺
の
堂
宇
は
わ
ず
か 

 
 
 

に
草
堂
一
宇
を
残
し
て
す
べ
て
流
失
す
る
に
至
っ
た
。
第
四
代
藩
主
の 

 
 
 

水
野
勝
種
は
、
神
辺
網
付
山
の
木
材
を
提 

 
 
 

供
し
、
本
堂
を
北
に
寄
っ
た
現
在
地
に
改 

 
 
 

築
、
元
禄
七
（一
六
九
四
）年
に
落
成
し
た
。 

 
 
 

こ
の
時
の
洪
水
は
、
草
戸
千
軒
町
を
も
流 

 
 
 

失
さ
せ
、
四
国
讃
岐
地
方
に
も
洪
水
を
及 

 
 
 

ぼ
し
た
程
の
大
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ま 

 
 
 

た
、
岩
国
の
錦
帯
橋
も
流
失
し
た
。 

 
 

  
 
 

そ
れ
か
ら
二
年
後
の
延
宝
三
（一
六
七
五
） 

 
 
 

年
、
美
作
守
に
叙
任
し
た
藩
主
水
野
勝
種
は
、
新
開
の
推
進
と
と
も
に 

 
 

 

農
政
に
重
点
を
置
き
、
農
民
保
護
・田
畑
の
防
護
施
策
を
進
め
て
い
っ
た
。 

 
 
 

田
畑
災
害
の
原
因
と
な
る
土
砂
の
流
出
を
抑
止
す
る
施
策
と
し
て
、
土 

 

 
 
 

砂
留
普
請
を
熱
心
に
推
進
し
た
。
そ
れ
は
水
野
家
が
徳
川
家
と
縁
戚
関 

 
 
 

係
が
あ
る
由
緒
あ
る
名
門
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
隣
藩
の
外
様
大 

 
 
 

名
を
監
視
す
る
任
務
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
幕
府
か
ら
特
に
信
頼
が 

 

 
 
 

厚
く
、
そ
の
お
か
げ
で
交
付
金
の
調
達
も
受
け
易
く
、
土
砂
留
等
の
普 

 
 
 

請
も
進
め
易
か
っ
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
。 

 
 
 
 

こ
う
し
て
、
山
地
部
か
ら
下
っ
た
平
野
部
の
田
畑
・寺
院
・神
社
そ
し
て 

 
 
 

家
屋
等
へ
流
下
し
て
堆
積
し
た
土
砂
の
、
降
雨
に
よ
る
流
出
を
抑
止
す 

 
 
 

る
た
め
に
、
築
堤
・井
堰
・土
砂
留
等
の
工
事
を
平
野
部
に
近
い
と
こ
ろ 

 
 
 

か
ら
行
っ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

 
 

勝
種
時
代
の
最
後
の
年
、
元
禄
十
（一
六
九
七
）年
か
ら
水
野
家
最
後

の
藩
主
勝
岑
の
元
禄
十
一
（一
六
九
八
）
年
に
か
け
て
、
砂
留
普
請
が
実

施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
ら
し
く
、
そ
れ
が
元
禄
十
一
（
一
六
九
七
）
年

か
ら
享
保
七
（一
七
二
二
）年
ま
で
の
長
い
間
中
止
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、

『東
中
条
村
明
細
帳
』
の
中
に
左
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

  
 
 
 
 

「小
部
（砂
留
） 

一
． 

砂
留
石
堤 

長
四
間
，
敷
五
間
，
馬
踏
壱
間
，
高
壱
間
，
是
ハ 

水
野
美
作
守
様
御
知
行
所
之
節
御
入
用
ヲ
以
御
普
請
被
仰 

付
候
由
申
伝
候
，
奉
願
無
難
御
普
請
年
数
之
訳
相
知
不
申 

候 

 

一
． 

元
禄
十
一
寅
年
ヨ
リ
御
料
ニ
罷
成
同
年
ヨ
リ
享
保
七
年
寅
年 

迄
弐
拾
五
年
之
間
御
普
請
無
御
座
同
寅
年
竹
内
喜
左
衛
門

様
御
支
配
之
節
池
水
大
破
御
座
候
御
普
請
被
仰
付
人
足
御 

ふ
ち
米
壱
人
ニ
付
五
合
ツ
ツ
被
下
（く
だ
さ
れ
）御
目
論
見
之

御
書
付
所
持
仕
候
」 

  
 
 
 

こ
こ
に
「
御
料
ニ
罷
成
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
財
政
面
の
理
由
で
中
止
し 

 
 
 

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
結
局
こ
の
砂
留
は
そ
の
後
、
京
保
二
十
（
一 

 
 
 

七
三
五
）年
頃
ま
で
に
築
造
さ
れ
る
が
、
右
の
記
録
か
ら
、
間
違
い
な
く 

 
 
 

元
禄
十
一
（一
七
二
六
）年
あ
る
い
は
そ
の
少
し
前
の
元
禄
十
（一
七
二 

 
 
 

五
）年
あ
た
り
か
ら
、
砂
留
普
請
の
動
き
が
伺
え
る
。 

 
 
 
 

な
お
、
福
山
藩
の
砂
留
普
請
が
本
格
化
し
て
い
っ
た
こ
の
一
七
〇
〇
年 

 
 
 

代
前
半
の
将
軍
は
、
享
保
の
改
革
を
行
っ
た
八
代
将
軍 

徳
川
吉
宗
で
あ 

 
 
 

る
。 

 

◆備後国分寺 
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現
存
す
る
砂
留
並
び
に
普
請
記
録 

 

◆
安
那
郡
の
砂
留
記
録
（神
辺
町
）
◆ 

 
 
 
 

①
西
中
條
村
誌 

（明
治
十
五
年
） 

 
 
 
 

②
湯
野
村
誌 

（明
治
十
八
年
） 

 
 
 
 

③
東
中
条
村
明
細
帳
（控
） 

（享
保
十
九
年
） 

 
 
 
 

④
そ
の
他
の
現
存
す
る
記
録 

 
 
 
 
 
 
 

・天
保
三
（一
八
三
二
）年 

と
う
と
う
砂
留
御
普
請 

人
足
着 

 
 
 
 
 
 
 

 

帖 

辰
三
月
十
三
日
よ
り
、
下
御
領
村 

 
 
 
 
 
 
 

と
い
う
、
堂
々
川
三
番
砂
留
の
工
事
人
足
記
録 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

「潼
々
谷
餘
滴
」 

  
 
 
 
 
 
 

・天
保
六
（一
八
三
五
）年 

と
う
と
う
筋
大
砂
留
（
堂
々
川
六 

 
 
 
 
 
 
 

 

番
砂
留
）御
普
請
人
足
着
帖 

未
七
月 

下
御
領
村 

 
 
 
 
 
 
 

と
い
う
記
録 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

「
潼
々
谷
餘
滴
」 

  

◆
沼
隈
郡
・沼
隈
分
郡
及
び
近
隣
の
砂
留
記
録
（福
山
市
）◆ 

 
 
 
 

①
備
陽
六
郡
誌 

 
 
 
 

②
山
手
村
絵
図
（文
化
九
（一
八
一
二
）年
） 

 
 
 
 

③
御
樋
方
御
郡
方
村
方
普
請
場
処
附
帳
（天
保
六
（一
八
三
五
）年 

      

福
山
藩
の
砂
留
型
式
と
そ
の
構
造 

  
 
 
 

福
山
藩
が
築
造
し
た
砂
留
型
式
の
種
類
は
、
調
査
に
よ
る
と
左
の
四 

 
 
 

種
類
に
分
類
で
き
る
。 

① 

石
張
り
土
堰
堤
（土
砂
止
）型
式 

② 

石
塊
段
積
（鎧
積
）堰
堤
型
式 

③ 

も
た
れ
式
石
殻
よ
う
壁
体
型
式 

④ 

石
壁
堰
堤
型
式 

             
 
 
 

 

ど
の
型
式
の
砂
留
も
、
平
面
的
に
緩
い
ア
ー
チ
形
式
を
呈
し
て
い
る
。 

 
 
 
 

福
山
藩
の
砂
留
で
、
神
辺
町
に
現
存
す
る
一
番
大
き
い
砂
留
は
、
堂
々 

 
 
 

川
六
番
砂
留
で
、
型
式
は
②
石
塊
段
積
（鎧
積
）堰
堤
型
式
と
さ
れ
て
い 

 
 
 

る
が
、
③
も
た
れ
式
石
殻
よ
う
壁
体
型
式
の
可
能
性
も
あ
る
。
堂
々
川 

 
 
 

及
び
そ
の
周
辺
に
あ
る
水
系
に
多
く
の
砂
留
が
あ
り
、
表
面
的
に
は
似 

 
 
 

て
い
る
が
、
明
確
な
石
塊
段
積
型
式
と
い
う
と
、
決
し
て
多
く
は
な
い
。 

 

◆第四代福山藩主 

水野勝種 
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明
治
三
十
（一
八
九
七
）年
砂
防
法
施
行
に
伴
い
、
山
地
そ
の
も
の
の 

 
 
 

防
護
を
重
視
し
、
明
治
三
十
五
（一
九
〇
二
）年
か
ら
積
苗
工
・谷
留
石 

 
 
 

積
等
の
山
腹
工
事
、
加
え
て
新
た
な
砂
防
堰
堤
が
施
工
さ
れ
た
。
こ
う 

 
 
 

し
て
、
江
戸
時
代
の
砂
留
と
近
代
以
降
の
砂
防
施
策
が
複
合
的
に
機
能 

 
 
 

す
る
こ
と
で
、
こ
の
地
域
の
土
砂
災
害
対
策
が
実
現
し
た
。 

  
 
 
 

福
山
の
砂
留
は
、
戦
後
に
な
る
ま
で
砂
防
学
会
で
全
く
取
り
上
げ
ら 

 
 
 

れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
地
域
以
外
で
は
存
在
す
ら
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。 

 
 
 

し
た
が
っ
て
福
山
の
砂
留
は
、
中
世
か
ら
続
い
た
日
本
の
石
垣
積
の
技
術 

 
 
 

か
ら
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
独
自
に
進
化
し
て
い
っ
た
砂
防
堰
堤
で 

 
 
 

あ
り
、
近
代
に
お
い
て
海
外
か
ら
の
技
術
指
導
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
も
の 

 
 
 

と
は
別
の
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
砂
防
堰
堤
で
あ
る
。 

  
 
 
 

こ
れ
ら
砂
留
は
、
嵩
上
・増
築
し
な
が
ら
も
現
在
立
派
に
機
能
し
て
い 

 
 
 

る
。
近
年
で
言
え
ば
、
平
成
二
十
八
（二
〇
一
六
）年
六
月
梅
雨
前
線
豪 

 
 
 

雨
に
お
い
て
、
備
後
地
方
を
記
録
的
な
豪
雨
が
襲
っ
た
が
、
土
砂
災
害
が 

 
 
 

発
生
す
る
こ
と
な
く
砂
防
堰
堤
と
し
て
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。 

 
 
 
 

ま
た
、
現
存
す
る
も
の
で
比
較
的
状
態
の
良
い
砂
留
は
、
自
治
体
に
よ 

 
 
 

る
整
備
に
加
え
、
地
元
住
民
に
よ
る
保
全
活
動
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き 

 
 
 

い
。 

 
 
 
 

堂
々
川
周
辺
の
堂
々
川
砂
留
群
は
、
堂
々
川
ホ
タ
ル
同
好
会
が
周
辺 

 
 
 

美
化
お
よ
び
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代
に
広
島
県
に 

 
 
 

よ
る
環
境
整
備
方
針
が
立
て
ら
れ
、
歴
史
的
文
化
財
・学
習
・
レ
ク
リ 

 
 
 

エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
整
備
が
決
ま
り
、
研
究
発
掘
や
堂
々
公
園
等
の 

 
 
 

整
備
が
行
わ
れ
、
平
成
十
八
（二
〇
〇
六
）年
国
の
登
録
有
形
文
化
財 

 
 
 

に
登
録
さ
れ
た
。 

 

 

 

④ 

 

 

◆左上写真：堂々川六番砂留 

◆左写真：堂々川六番砂留の石積みは、布積 

（整層布積ともいう）その例 

いくつかの細長い石を使って下にある 

石に均等に重量がかかるように、互い 

違いに石を配置し、下から積み上げて 

いくもの。 
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【参
考
資
料
】 

 
 
 

・広
島
県 

福
山
藩
砂
留 

案
内 

 

・福
山
市 

 

・と
き
め
き
夢
見
び
と 

 
 

 
 

 
 

・毎
日
新
聞 

 

・
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア 

 

・刀
剣
ワ
ー
ル
ド
城 

 
 

 
 

・国
土
交
通
省 

近
畿
地
方
整
備
局 

 

 
 
 

『甲
奴
郷
土
史
だ
よ
り
』を
振
り
返
る 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

あ
の
記
事
を
も
う
一
度
・・・ 

  
 
 
 
 

【甲
奴
郷
土
史
だ
よ
り 

第
四
号
か
ら
】 

 
 
 
 

 
 
 

空
梅
雨
の
年
の
「雨
ご
い
」  

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

世
良 

昌
士 

 

～
「千
把
火
」の
思
い
出
～ 

 
 
 
 

農
家
の
稲
作
（米
づ
く
り
）は
、
梅
雨
時
の
雨
の
恵
み
に
よ
っ
て
成
り
立 

 
 
 

ち
、
そ
の
量
の
多
少
に
よ
っ
て
は
、
田
植
え
準
備
・植
え
付
け
の
遅
延
や 

 
 
 

不
能
、
ま
た
生
育
不
良
と
な
り
、
最
終
的
に
は
収
穫
量
・品
質
ま
で
及
ぼ 

 
 
 

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 

今
年
（平
成
二
一
年
）
は
、
五
月
の
雨
不
足
・入
梅
後
も
雨
が
少
な
く 

 
 
 

不
安
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
用
水
の
多
少
は
、
用
水
池
・用
水
路
の
整
備 

 
 
 

が
十
分
な
さ
れ
て
い
る
現
在
に
お
い
て
も
、
降
雨
が
な
け
れ
ば
ど
う
す
る 

 
 
 

こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 

昔
か
ら
、
水
の
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
年
に
は
、
農
家
に
と
っ
て
「
雨
ご
い
」 

 
 
 

の
行
事
が
大
切
で
、
各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 

そ
の
昔
、
空
海
（弘
法
大
師
）
が
た
め
池
を
普
請
す
る
村
人
に
扮
し
、 

 
 
 

そ
の
空
海
が
「雨
ご
い
」を
す
る
と
乾
い
た
大
地
に
待
望
の
雨
が
降
り
、
村 

 
 
 

人
た
ち
が
喜
び
の
声
を
上
げ
る
場
面
の
映
画
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 

ま
た
、
日
照
り
の
年
に
は
、
各
地
に
お
い
て
、
水
に
関
係
あ
る
神
（竜
王 

 
 
 

地
王
）仏
の
ご
加
護
を
得
る
祈
祷
・祈
願
祭
や
念
仏
踊
り
、
そ
し
て
「
千 

 
 
 

把
火
」
と
称
し
、
た
く
さ
ん
の
薪
枝
木
を
燃
や
し
、
「
雨
ご
い
」の
行
事
等 

 

◆上写真：福田別所砂留 

（福山市芦田町福田） 

土木学会選奨土木遺産に選定 

 

 

◆上写真：大谷砂留 

（福山市芦田町上有地） 

地元住民が古文書を元に発見した 
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が
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 

現
在
も
、
「雨
ご
い
」に
期
待
の
か
か
る
「
人
工
降
雨
」
の
実
験
が
あ
り
、 

 
 
 

人
工
の
雲
に
氷
点
下
九
十
度
の
二
酸
化
炭
素
を
ま
く
。
周
囲
の
水
蒸
気 

 
 
 

が
冷
や
さ
れ
て
、
氷
の
結
晶
に
変
わ
る
。
そ
れ
が
、
雪
や
雨
に
な
る
か
を 

 
 

 

調
べ
て
お
り
、
予
想
以
上
に
確
か
な
技
術
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

             

～
干
ば
つ
の
記
録
と
記
憶
～ 

 
 
 
 

近
年
の
干
ば
つ
は
、
昭
和
一
四
（一
九
三
四
）年
、
昭
和
五
三
（一
九
七 

 
 
 

八
）年
と
の
こ
と
で
す
。
当
時
の
記
録
で
、
年
間
降
雨
量
平
年
一
五
○
○ 

 
 
 

ミ
リ
が
、
昭
和
一
四
（一
九
三
四
）年
は
一
○
○
○
ミ
リ
以
下
で
、
五
・ 

 
 

 

六
月
は
平
年
の
約
半
分
、
七
月
は
平
年
の
一
○
分
の
一
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 
 
 
 

私
の
記
憶
で
、
昭
和
一
四
（一
九
三
四
）年
の
干
ば
つ
の
年
は
、
上
川
東 

 
 

 

小
学
校
の
四
年
生
で
あ
り
、
雨
ご
い
「
千
把
火
」
の
焚
き
火
に
祖
父
と
と

も
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
時
期
は
、
七
月
下
旬
か
八
月
上
旬
の
夏
休

み
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

場
所
は
、
抜
湯
下
の
集
落
内
で
槙
の
上
へ
行
く
近
く
で
四
方
が
開
け
、

水
田
が
見
渡
せ
る
小
高
い
丘
で
各
戸
か
ら
雑
木
・
薪
を
集
め
積
み
上
げ
、

「
雨
ご
い
」
の
祈
願
を
し
、
点
火
し
ま
し
た
。
そ
の
雑
木
の
一
部
は
生
木
で
、

特
に
川
端
に
散
在
す
る
「
猫
柳
」を
使
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

こ
の
雨
ご
い
「千
把
火
」
は
、
各
集
落
と
連
携
し
て
一
斉
に
行
わ
れ
た
よ

う
で
、
各
地
域
の
お
年
寄
り
の
方
の
思
い
出
話
も
聞
き
ま
し
た
。
そ
の

「
千
把
火
」
の
効
果
が
直
ち
に
現
れ
る
と
は
信
じ
難
い
が
、
非
科
学
的
と

も
思
わ
れ
な
い
。
煙
の
粒
子
が
空
気
中
の
水
蒸
気
を
凝
固
さ
せ
、
雨
雲

を
発
生
さ
せ
る
と
も
、
ま
た
薪
を
一
時
的
に
多
量
に
燃
や
し
熱
風
を
起

こ
し
、
空
気
を
上
昇
さ
せ
、
周
囲
か
ら
湿
っ
た
雲
を
引
き
寄
せ
る
な
ど
、

農
民
の
飢
饉
の
苦
し
み
か
ら
免
れ
よ
う
と
願
う
、
切
実
な
祈
り
が
込
め

ら
れ
た
行
事
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 

こ
の
記
事
を
書
い
た
平
成
二
一
（二
〇
〇
九
）年
に
、
小
童
の
塩
貝
で
六

月
中
旬
に
「雨
ご
い
」の
神
事
が
な
さ
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

そ
の
願
い
が
か
な
っ
た
の
か
、
六
月
二
九
日
に
は
曇
り
の
ち
多
量
の
降

雨
が
あ
り
ま
し
た
。 

   
 
 

弘
法
大
師
と
雨
ご
い 

 
 

 
 

世
良
さ
ん
が
書
か
れ
た
記
事
の
中
に
、
弘
法
大
師
が
た
め
池
を
普
請

し
た
映
画
を
見
た
と
あ
る
が
、
香
川
県
ま
ん
の
う
町
に
あ
る
「
満
濃
池
」

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
昭
和
五
九
（一
九
八
四
）
年
に
公
開
さ
れ
た
「
空
海
」

と
い
う
映
画
で
、
空
海
の
六
十
一
年
の
生
涯
を
紹
介
し
た
内
容
だ
っ
た
。

満
濃
池
は
、
弘
仁
一
二
（
八
二
一
）
年
、
弘
法
大
師
が
築
造
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
そ
れ
よ
り
一
二
〇
年
ほ
ど
古
い
大
宝
年
間
（七 

 
上◆仁尾竜まつりで行われる、藁でつくった

「雨乞い竜」（香川県三豊市）出典：Wikipedia 

 

 

上◆４年に１度行われる「脚折雨乞」 

（埼玉県鶴ヶ島市） 

出典：公益）日本観光振興協会 
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〇
一
～
七
〇
三
年
）
に
、
当
時
の
讃
岐
の
国
守 

道
守
朝
臣
（
み
ち
も
り
あ
そ

ん
）
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
弘
仁
九
（八
一
八
）年
に
洪
水

の
た
め
堤
防
が
決
壊
し
、
多
く
の
田
畑
が
流
出
し
た
。
朝
廷
は
池
の
修
築

を
し
た
が
、
規
模
が
大
き
い
の
と
、
人
足
も
思
う
よ
う
に
集
ま
ら
な
か
っ

た
た
め
、
着
工
し
て
一
年
た
っ
て
も
、
完
成
の
見
通
し
が
立
た
な
か
っ
た
。 

 
 

 
 

そ
こ
で
、
国
司
な
ど
が
協
議
し
、
そ
の
高
徳
を
う
た
わ
れ
て
い
た
讃
岐

出
身
の
空
海
（弘
法
大
師
）
に
す
が
る
ほ
か
な
い
と
決
め
、
国
司
が
朝
廷
へ

願
い
出
た
。 

 
 

 
 

空
海
（
弘
法
大
師
）
は
、
独
創
的
な
技
術
を
駆
使
し
、
わ
ず
か
二
か
月

の
短
期
間
で
完
成
さ
せ
た
。
修
築
に
あ
た
り
、
空
海
（
弘
法
大
師
）
は
、

堤
の
東
方
に
あ
る
小
さ
な
丘
の
上
に
座
り
、
毎
日
護
摩
を
た
き
、
仏
陀

の
加
護
を
祈
っ
た
。 

       
 
 

      
 

 
 

そ
し
て
、
弘
法
大
師
が
「
雨
ご
い
」
を
し
た
の
は
、
京
都
市
に
あ
る
神
泉

苑
だ
。 

 
 

 
 

か
つ
て
国
家
の
基
盤
が
農
業
に
か
か
っ
て
い
た
頃
、
五
穀
豊
穣
は
人
々

の
切
実
な
願
い
で
あ
り
、
雨
を
降
ら
せ
る
力
を
持
つ
龍
王
に
祈
る
事
は

し
ば
し
ば
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

 
 

 
 

善
女
龍
王
も
そ
の
よ
う
な
龍
王
の
う
ち
の
一
尊
で
あ
る
が
、
善
女
龍

王
に
つ
い
て
説
く
儀
軌
（ぎ
き
）
は
な
い
。
そ
れ
な
の
に
有
名
な
の
か
と
い
う

と
、
弘
法
大
師
空
海
の
神
泉
苑
の
伝
説
に
よ
る
、
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

 
 

天
長
元
（八
二
四
）
年
、
干
ば
つ
が
続
い
た
た
め
朝
廷
は
雨
乞
い
の
修
法

を
執
り
行
う
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
奈
良
の
山
階
寺
（
や
ま
し
な
で
ら
）
興
福
寺

の
守
敏
（
し
ゅ
ん
び
ん
）
僧
都
に
祈
雨
を
命
じ
、
一
週
間
修
法
を
行
っ
た
が
、

都
に
少
し
降
っ
た
だ
け
で
国
中
を
潤
す
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
。 

 
 

 
 

そ
こ
で
弘
法
大
師
が
召
さ
れ
、
宮
中
の
神
泉
苑
（
京
都
市
・
二
条
城
の

南
方
に
現
存
）
に
て
「
請
雨
経
法
」
を
修
し
た
が
、
一
週
間
経
っ
て
も
雨
は

一
滴
も
降
ら
な
い
。
不
思
議
に
思
い
弘
法
大
師
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
前
々

か
ら
弘
法
大
師
の
名
声
を
妬
ん
で
い
た
守
敏
が
呪
力
を
も
っ
て
全
て
の

龍
神
を
水
瓶
に
閉
じ
込
め
て
し
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
唯
一
善
女
龍
王
の

み
が
守
敏
の
手
か
ら
逃
れ
て
い
る
の
が
見
え
た
の
で
、
こ
の
善
女
龍
王
を

北
イ
ン
ド
の
無
熱
地
と
い
う
池
か
ら
呼
び
寄
せ
、
三
日
間
に
わ
た
り
国

中
に
大
雨
を
降
ら
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。 

          
 

 
 

こ
の
時
現
れ
た
善
女
龍
王
の
姿
は
、
雲
に
乗
っ
て
冠
を
戴
き
、
中
国
の

 

上の写真◆満濃池 

下の写真◆満濃池を見下ろす空海像 

出典：香川県 

 

 
上の写真◆神泉苑 

出典：TRAVEL STAR 

 

上の写真◆守敏僧都 

出典：浄土真宗西山禅林派 

興国山 西寺 
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衣
服
を
ま
と
う
男
性
の
姿
で
描
か
れ
る
国
宝
・
善
女
龍
王
像
が
有
名
で
、

本
像
は
多
く
の
写
本
が
遺
っ
て
い
る
。
よ
く
見
る
と
衣
の
裾
か
ら
尾
が
出

て
お
り
、
「
龍
」で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。 

 
 

 
平
安
時
代
末
期
に
活
躍
し
た
絵
仏
師
定
智
（じ
ょ
う
ち
）
の
筆
と
判
明
す
る

貴
重
な
作
品
で
あ
る
。 

          
 

 
 

か
つ
て
高
野
山
で
祈
雨
の
法
を
行
う
時
に
は
金
堂
に
善
女
龍
王
の
軸

を
掛
け
て
祈
願
し
、
も
し
効
験
が
な
い
時
に
は
、
一
山
の
僧
が
大
瀧
（現 

 
 

 

在
の
高
野
町
大
滝
地
区
）
に
行
っ
て
、
修
法
を
行
っ
た
と
『
紀
伊
続
（き
い
し

ょ
く
）
風
土
記
』
に
記
載
が
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
善
女
龍
王
は
、
弘
法
大
師
あ
る
い
は
高
野
山
と
深
い
関
わ

り
を
持
つ
尊
で
あ
る
。
高
野
山
の
伽
藍
に
あ
る
蓮
池
の
中
央
の
小
島
に
は

善
女
龍
王
を
祀
る
社
が
あ
る
。 

    
 

【参
考
資
料
】 

 
 

 

・香
川
県 

 
 

・高
野
山
霊
宝
館 

 

 
 
 

古
文
書
を
読
む 

≪
 

御
教
書 

≫
 

  
 

 
 

御
教
書
（
み
ぎ
ょ
う
し
ょ
・ご
き
ょ
う
し
ょ
）
と
は
、
将
軍
が
一
般
の
政
務
な
ど
で

出
す
伝
達
用
の
文
書
。
政
所
な
ど
幕
府
の
機
関
が
出
す
同
形
式
の
文
書

を
「
奉
書
」
と
言
っ
た
。
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
室
町
幕
府
第
七
代
征

夷
大
将
軍 

足
利
義
勝
の
御
教
書
で
あ
る
。 

 
 
 

 

足
利
義
勝
は
、
第
六
代
征
夷
大
将
軍 

足
利
義
教
の
長
男
で
、
永
享
六

（
一
四
三
四
）
年
生
ま
れ
、
嘉
吉
三
（
一
四
四
三
）
年
に
満
九
歳
で
亡
く

な
っ
て
い
る
。
在
任
は
わ
ず
か
八
ヶ
月
で
あ
っ
た
。 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

嘉
吉
元
（
一
四
四
一
）年
六 

 
 
 

月
二
四
日
、
嘉
吉
の
変
が
起
こ 

 
 
 

り
、
父
・義
教
が
赤
松
満
祐
に 

 
 
 

殺
害
さ
れ
た
た
め
、
九
歳
で
元 

 
 
 

服
、
併
せ
て
将
軍
宣
下
が
行
な 

 
 
 

わ
れ
た
。 

 
 
 
 

嘉
吉
三
（
一
四
四
三
）年
六 

 
 
 

月
一
九
日
、
朝
鮮
王
の
使
節 

 
 
 

で
あ
る
朝
鮮
通
信
使
が
入
京 

 
 
 

し
、
義
勝
は
使
節
と
室
町
殿 

 
 
 

で
会
見
し
て
い
る
。 

 
 
 
 

 
嘉
吉
三
（一
四
四
三
）年
七
月
二
一
日
、
義
勝
は
室
町
第
で
死
去
し
た
。

死
因
は
落
馬
、
暗
殺
な
ど
諸
説
あ
る
が
、
赤
痢
に
よ
る
病
死
が
有
力
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

右
の
写
真 

◆
国
宝 

善
女
龍
王
像 

出
典
：
高
野
山
霊
宝
館 

 

  

 

上の写真◆足利義勝 木像 出典：Wikipedia 

右
の
写
真 

◆
田
村
宗
立
作 

善
女
龍
王
像 

出
典
：
京
都
国
立
博
物
館 

 

令和 5年は 

弘法大師空海 

ご生誕 1250年 
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佐
々
木
朽
木
満
若
（貞
高
）
に
対
し
、
若
狭
へ
の
発
向
を
命
じ
た
、
嘉
吉 

 
 
 

元
（一
四
四
一
）年
十
一
月
三
日
付
の
足
利
義
勝
の
御
教
書
で
あ
る
。 

 
 
 
 

管
領
の
右
京
大
夫
（細
川
持
之
）
よ
り
発
出
さ
れ
て
い
る
。 

                      
 
 
 

次
に
ご
紹
介
す
る
の
は
、
義
勝
の
父
・義
教
の
御
判
御
教
書
で
あ
る
。 

 
 
 
 

御
判
御
教
書
は
、
将
軍
が
加
判
し
た
文
書
の
こ
と
。 
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《 

釈 

文 

》 

  
 

 
三
寶
院
門
跡
并
醍
醐
管
領
所
々 

 
 

 

寺
院
領
等
役
夫
工
米
以
下
臨
時 

 
 

 

課
役
事
、
所
令
免
除
也
、
向
後
可
停
止 

 
 

 

守
護
使
入
部
之
状
、
如
件 

 

 
 

 
 

 

正
長
貳
年
八
月
七
日 

 
 

 

（
貼
紙
） 

 
 

 
 

「義
教
将
軍
」 

 
 

 

右
近
衛
大
将
源
朝
臣
（花
押
） 

 

《 

読
み
下
し 

》 

  
 

三
宝
院

さ

ん

ぼ

う

い
ん

門
跡

も

ん
ぜ

き

な
ら
び
に
醍
醐
の
管
領

か
ん
り
ょ
う

の
所
々
寺
院
領
等
の 

 
 

役
夫
工

や

ぶ

く

米 ま

い

以
下
臨
時
課
役
の
事
、
免
除
せ
し
む
る
と
こ
ろ
な
り
。 

 
 

向
後

き
ょ
う
こ
う

、
守
護
使
の
入
部
を
停
止

ち

ょ
う

じ

す
べ
き
の
状
、
く
だ
ん
の
ご
と
し
。 

 
 

 
 

 

正
長

し
ょ
う
ち
ょ
う

二
年
八
月
七
日 

 
 

 

（貼
紙
） 

 
 

 
 

「義
教
将
軍
」 

右 う

近
衛

こ
ん

え

の

大
将
源

だ
い
し
ょ
う
み
な
も
と
の

朝 あ

さ

臣 そ

ん

（花
押
） 

  
 

 

正
長
二
（
一
四
二
九
）
年
八
月
七
日
に
出
さ
れ
た
御
判
御
教
書

で
あ
る
。
御
判
御
教
書
と
は
室
町
将
軍
が
加
判
し
て
発
行
し
た
文

書
の
こ
と
で
、
足
利
義
教
が
醍
醐
寺
三
宝
院
門
跡
領
（
も
ん
ぜ
き

り
ょ
う
）
の
臨
時
課
役
の
免
除
と
、
守
護
使
節
の
立
ち
入
り
禁
止

と
を
命
じ
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
前
月
二
九
日
に
は
義
教
が
三

宝
院
に
土
地
の
所
有
権
を
認
め
て
お
り
、
今
回
さ
ら
に
諸
役
の
免

除
と
守
護
使
節
不
入
を
認
め
た
も
の
。 

  

足
利
義
教
は
、
足
利
義
満
の
子
で
義
持
の
同
母
弟
。
青
蓮
院
へ
入
室
、

得
度
し
て
義
円
の
法
名
を
称
す
。
義
持
が
嗣
子
な
く
急
死
す
る
に
当
た

り
、
宿
老
た
ち
は
遺
言
に
よ
る
後
継
指
名
を
望
ん
だ
が
、
義
持
は
拒
否
。

護
持
僧
満
済
と
の
協
議
で
く
じ
に
よ
る
選
出
を
決
し
た
。
く
じ
の
結
果
義

円
が
後
嗣
と
決
定
、
還
俗
し
て
義
宣
と
名
乗
っ
た
。
の
ち
の
義
教
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 

性
酷
薄
で
残
忍
を
極
め
、
廷
臣
や
諸
将
を
小
過
を
以
て
大
量
に
処

分
し
た
の
で
「
万
人
恐
怖
」
「
悪
御
所
」
と
呼
ば
れ
て
恐
れ
ら
れ
た
。
各
守

護
は
恐
慌
を
き
た
し
、
先
手
を
打
つ
こ
と
で
将
軍
の
魔
手
を
逃
れ
ん
と

し
た
赤
松
満
祐
に
よ
り
自
邸
に
招
か
れ
、
宴
席
中
に
斬
殺
さ
れ
た
（
嘉

吉
の
変
）。 

        

 

上の写真◆足利義教   

 

【参
考
資
料
】 

・国
立
古
文
書
館 

 
 
 

・ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア 

 
 

・尼
崎
市
教
育
委
員
会 

・か
ま
の
ん
紀
行 

 

 

◆醍醐寺 

 三宝院門 
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昭
和
四
七
年
災
害
か
ら
五
十
年
の
今
年
。
そ
の
当
時
の
記
憶
が
鮮
明

に
残
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

こ
の
写
真
は
、
国
土
地
理
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き

る
、
昭
和
五
五
（一
九
八
〇
）年
の
写
真
で
あ
る
。 

                   

 
 
 

 

写
真
の
位
置
は
、
本
郷
・大
谷
に
か
け
て
の
写
真
で
あ
る
。
左
下
に
二
つ

の
池
が
見
え
る
が
、
カ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー
前
の
武
蔵
池
だ
。
山
肌
に
見
え

る
筋
は
、
土
砂
災
害
の
跡
。
昭
和
四
七
年
災
害
か
ら
三
年
経
っ
て
い
る
が
、

ま
だ
く
っ
き
り
と
あ
ち
こ
ち
に
そ
の
跡
は
残
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

今
回
の
郷
土
史
だ
よ
り
は
、
『
防
災
』・『雨
』
に
関
連
す
る
資
料
を
掲
載

し
た
。
近
年
広
島
県
の
み
な
ら
ず
、
全
国
的
に
大
雨
に
よ
る
大
き
な
災

害
が
増
え
て
い
る
。
先
人
の
残
し
た
『災
害
の
碑
』が
県
内
に
も
あ
ち
こ
ち

に
あ
る
が
、
自
分
た
ち
が
経
験
し
た
辛
い
思
い
を
、
後
世
に
語
り
継
ぐ
た

め
の
大
切
な
史
跡
だ
と
改
め
て
思
う
。 

 
 
 
 

と
に
か
く
大
雨
に
気
を
付
け
て
、
過
ご
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。 

 

事
務
局
よ
り 

 

・会
員
募
集
中
で
す
。
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。 

 

・
会
の
運
営
や
研
修
内
容
に
つ
い
て
、
ご
意
見
や
ご
質
問
何
で
も

結
構
で
す
の
で
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

・昔
の
話
や
地
区
の
行
事
な
ど
、
ご
寄
稿
・お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

・
古
い
写
真
や
資
料
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
「甲
奴
郷
土
史
だ
よ
り
」へ
登
載
し
て
い
き
ま
す
。 

 
・出
品
物
に
つ
き
ま
し
て
は
、
責
任
を
持
っ
て
返
却
し
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

連
絡
先 

鶴
本 

節
子
（カ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☎
〇
八
四
七-

六
七-

三
五
三
五 

こ
う
ぬ
思
い
出
ア
ル
バ
ム 

（
災
害
編
） 

 


